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開催概要
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主 催 JTBコミュニケーションデザイン

Rapid News Publications

会 期 2020年1月29日(水)-31日(金)

開 場 時 間 10:00-17:00

会 場 東京ビッグサイト 南4ホール

105
社/団体

同時開催展

海外:8か国・地域
（イギリス, オランダ, スウェーデン, チェコ, ドイツ, ポーランド, 中国, 韓国)

123
社・団体

177
小間

47,692
名

出展者数 小間数 来場者数 セミナー数

26
本

※同時開催展含む ※TCT Conference/Introducing stage含む
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プレスリリース配信

日刊工業新聞、金型新聞、日刊自動車新聞、日経ものづくりnews、id.arts、
tctmagazine.com、 google・Yahooリスティング広告 他 各種専門誌・Webメディア

広報・プロモーション

招待状配布

100,000 部 以上

※過去来場者、来場登録者、弊社主催展示会 他へ配布、配信いたしました。

メールマガジン配信

配信対象：10,000 件 以上

プレスリリース配信・広告掲載

広告/記事掲載

TCT Magazine会場限定配布 出展者取材記事

シェアラボ編集部と協業し、取材記事を公開。
会期前からの積極的に製品・技術紹介を行いました。



TCT Conference 
国内外より10名以上のエンドユーザー・有識者にご登壇をいただき、市場・技術動向・ワークショップ・標準化・アプリケーション・デザインの3セッションを開催。
最先端の情報提供を実施しました。聴講料無料・展示会場内での開催とすることで回遊率向上につなげました。
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「Opening Remark」

Mr. Duncan Wood

Chief Executive Officer

Rapid News Publications

「FACTS, FIGURES AND FUTURE: 

Current Status of AM in the US and Europe」

Mr. Chris Connery

Vice President Global Analysis and Research

CONTEXT

「パネルディスカッション：AM技術はいかに国内製造業を向上させるか？」

モデレーター

Mr. Daniel O'Connor

Head of Content

TCT Group

Session 1：3Dプリンティング/AM市場 各国の展望

パネリスト

Mr. Chris Connery

Vice President Global Analysis and Research

CONTEXT

パネリスト

Mr. Sangmin "Simon" Lee

Regional Director Asia

AM ventures 

パネリスト

Mr. Peter Rogers

Autodesk

「時代はAMへ 国内3Dプリンタ市場動向」

小山 博子 氏

上級研究員

ICT・金融ユニット

矢野経済研究所
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「Advancing the State of AM Adoption:

Impacts of Transformative Technologies and 
Standards Harmonization」

Mr. Tim Shinbara

VP of Technology and CTO 

AMT (The Association for 
Manufacturing Technology)

「デジタル・ファブリケーション技術の社会実装に向けた
人材育成」

田中 浩也 氏

教授

環境情報学部

慶應義塾大学

「The Role of Startups in the Additive 
Manufacturing Industry」

谷川 淑子 氏

総括係長

次世代産業・情報政策課

経済産業省 近畿経済産業局

「Kansai-3D実用化プロジェクト～3D積層造形による実用化＆
2025年大阪・関西万博に繋がる未来の技術開発に挑戦～」

Session 2：3Dプリンティング/AM技術の規格動向と事業化・エコシステムの構築

Mr. Sangmin "Simon" Lee

Regional Director Asia

AM ventures 

Session 3：3Dプリンティング/AM技術のデザイン思考(DfAM)・応用事例

「機能駆動型の積層造形向け設計 : マルチフィジックスの
トポロジー最適化による新しいアプローチ」

Mr. Sebastian Bersch

Manager

Manufacturing Solutions

Siemens

「AM/3Dプリンティング技術を活用した人工関節の開発」

中島 紳一郎 氏

代表取締役

株式会社ダイモン

金子 智弥 氏

主席技師

技術本部 技術研究所 生産技術研究部

大林組

「セメント系材料をインクとする３Ｄプリンターの開発」



出展者一覧
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フロアレイアウト
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TCT Introducing Stage 
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1月29日（水）

12:20 ~ 13:05
3Dプリンタを再定義（REDIFINE）する「Form 3」、「Form 3L」
の進化、深化、真価とは？ Formlabsが製造業、宝飾業、歯科医
療などに提案する、今までにない新しい”ものの作り方”

新井原 慶一郎 氏
Formlabs

13:15 ~ 14:00
"3D Systems の3Dプリント技術" x "GF マシニングソリューション
ズの工作機械製造技術" の業界トップの技術パートナーシップが実現
した、今後の量産化、大型化対応プリンタ

添田 浩史 氏
GF マシニングソリューションズ

ビジネス開発部 金属3Dプリンタ セグメントマネージャ

14:10 ~ 14:55 
3D光造形法による複雑形状石英ガラス

藤野 茂 氏
九州大学 グローバルイノベーションセンター 教授

15:05 ~ 15:50
革新的Additive Manufacturing(AM）の推進、アスペクトの
事業展開（PBF技術・最新材料に関する最新動向）

須甲 信一 氏
アスペクト 執行役員 営業部長

16:00 ~ 16:45
Removing Additive Manufacturing design restrictions

Spink Brain 氏
大陽日酸 / Velo3D

Manager of Application engineering 

1月30日（木）

12:20 ~ 13:05
AI技術で積層造形品質の向上を支援、Markforged社製金属/コ
ンポジット3Dプリンターの可能性

牛尾 公一 氏
データ・デザイン

13:15 ~ 14:00
内部構造の精密検査を実現する直接変換型X線センサ

小池 昭史 氏
ANSeeN 代表取締役

14:10 ~ 14:55
3Dプリンター用先端金属粉末 -Cu・Ti・Ta・Nb-

船橋 真吾 氏
JX金属

15:05 ~ 15:50
Ｘ線ＣＴでは何が出来るか？原理と測定事例の紹介

阿部 正輝 氏
ブルカージャパン X線事業部

16:00 ~ 16:45
純銅の積層造形が可能な、金属AMの常識を変える次世代型レー
ザー「グリーンレーザー」、および 金属３Dプリンター「TruPrint」シ
リーズのご紹介

岡 寛幸 氏
トルンプ レーザ事業部 3D Printing & LMD課 課長

1月31日（金）

11:50 ~ 12:15
Innovation empowered by 3D Printing／Polymaker社
FDM方式樹脂材料がもたらす革新技術

長坂 達朗 氏
稲畑産業 情報電子第二本部

12:20 ~ 13:05
【ExOne】バインダージェット方式 金属3Dプリンタの今後の発展

Wood Robert 氏
パシフィックソーワ / ExOne 

13:15 ~ 14:00
積層造形のメリットを最大限に生かすための、設計、シミュレーション、
製造用ソフトウェア “nTop Platform” のご紹介

小林 明 氏
nTopology

14:10 ~ 14:55
高精度バインダージェットプリンタDigital Metal ～最新の状況につ
いて

宮本 政博 氏
ヘガネスジャパン

15:05 ~ 15:50
高品質光造形機が398,000円！？ XYZプリンティングの
PartPro150xPの魅力を事例を交えて徹底紹介

𠮷澤 岳明 氏
イグアス ビジネス開発事業部 3Dシステム営業部 部長

布山 浩司 氏
SELECT D 代表取締役



※海外来場国・地域

Australia
Austria
Canada

China
Germany

Hong Kong
Indonesia

Italy
Korea

Myanmar
Philippines
Singapore

Switzerland
Taiwan

Thailand
United Kingdom

USA
Viet Nam

etc..
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ハイライト
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製品開発・設計・デザイン

生産管理・製造

技術

研究・開発（応用

研究）

研究・開発(基礎

研究)

経営者/ 役員/ 

経営企画

事業開発・マーケ

ティング

営業・サービス

情報システム企画・構

築・運用,1.2

学生, 2.2 その他, 2.5

20.2

8.7

12.5

811.1

10.0

23.6

デザイン・開発・製造に
従事する来場者が

約50%

製造業を中心に3D
プリンティング技術に

興味がある、

幅 広 い
業種が来場

職種

来場者データ 過去3年間の比較データのご用意がございます。詳細はこちら
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※  3465件

3.1

精密機器・産業

機械

材料・化学

自動車・運輸機

器・部品製造業
電気・電子機器・

総合電器
サービス

鉄鋼・非鉄金属

大学・研究機関

情報・通信

医療機器

半導体・電子部品

建設

その他

21.3

11.3

11.4

17.7

3.1

4

4.2

5.1

6
6.1 6.9

業種

2.9

産業機械を手掛ける商社をはじめ、顧客提案を目的とした営業担当者の来場が顕著にみられました。

また、都道府県技術センターの来場が増加傾向にあり、例年以上に研究開発担当者に多くご来場いただきました。

※  3425件

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=Rkmgzh1C-UKFQQHbNGnTiSA5Hs0YWBtCpoY7bBll-pRUMlIxRFdCNEIzTUFFM1kyNE5CRFg5VjFRNy4u


63.6%

事業規模(%)
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3Dプリンター/AM技術をどのようなシーンで活用されたいですか？

※3313件/複数回答可(%)

※1389件

過去3年間の比較データのご用意がございます。詳細はこちら

事業規模

44.1%

35.9%

31.3%

24.9%

20.6%

20.1%

43.0%

30.8%

26.2%

23.9%

21.7%

17.9%

試作・評価

製造・量産

研究・開発

企画・デザイン

設計

生産設計・型制作

2020 2019

19.5

1万人以上

5.8
5,000~
9,999人

161,000~
4,999人

500~
999人

7.5 18.8

100~
499人

8 50~
99人

24

50人未満

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=Rkmgzh1C-UKFQQHbNGnTiSA5Hs0YWBtCpoY7bBll-pRUMlIxRFdCNEIzTUFFM1kyNE5CRFg5VjFRNy4u
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ご来場の目的をお聞かせください

過去3年間の比較データのご用意がございます。詳細はこちら

新製品・新技術の情報収集

最新の市場動向の情報収集

製品・技術の購入や導入

新規の提携先・協業先の開拓

セミナー・カンファレンスへの参加

競合他社の調査

特定の企業・製品の展示物

既存取引先とのネットワーキング

自社の営業・宣伝

88.1

67

36.1

22.1

19.6

15.3

15.3

2.8

1.8

約90%新たな製品、新技術の情報取集を目的

に来場。

40%近い来場者が、製品・技術の導入/購入を

目的に来場しました。

有意義な情報を得た：新製品・技術情報

有意義な情報を得た：最新市場動向

検討したい製品・技術が見つかった

セミナー・カンファレンスの内容が役に立った

有意義な情報を得た：競合他社の内容

新規提携先を開拓できた

製品・技術の購入や導入を決定した

成果が無かった

ご来場の成果をお聞かせください

6.7

14.1

18.7

34.6

50.8

83.8

2.4

0.3

※327件/会期後アンケートより/複数回答可(%)

80%を超える来場者が有意義な新製品、新技術

の情報取集の獲得を実感。

35%近い来場者が、検討したい製品・技術の導

入/購入が見つかったと回答しました。

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=Rkmgzh1C-UKFQQHbNGnTiSA5Hs0YWBtCpoY7bBll-pRUMlIxRFdCNEIzTUFFM1kyNE5CRFg5VjFRNy4u


出展者データ

出展成果 ※複数回答可(%)

来場者の質(%)
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25.6

35.9

15.4

5.1
期待以上

期待通り

やや期待を

下回る

21.1

44.7

34.2

見積依頼や後日説明の機会等、次につながる具体的な引き合いがあった

新たなビジネスチャンス・コラボレーションの可能性がある来場者と会えた

新製品・技術・サービスのアピールができた

既存顧客とのコミュニケーションが深まった

企業PRや知名度・イメージ向上に役立った

他の出展者とのネットワークができた

ユーザーの貴重な意見が得られた

新たな提携先・パートナーが見つかった

会期中に受注した

あまり成果が得られなかった

73.7

47.4

39.5
31.6

26.3

23.7

15.8

5.3

2.6

31.6

“具体的な提案機会の獲得の他、新たな
顧客・パートナーの発掘との場として活用
をいただきました。”

過去3年間の比較データのご用意がございます。詳細はこちら

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=Rkmgzh1C-UKFQQHbNGnTiSA5Hs0YWBtCpoY7bBll-pRUMlIxRFdCNEIzTUFFM1kyNE5CRFg5VjFRNy4u
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25.6

35.9

15.4

主催 ：株式会社JTBコミュニケーションデザイン
Rapid News Publications

日時 ：2021年1月27日(水)～1月29日(金)

会場 ：東京ビッグサイト 東1ホール

来場予定者数：50,000名(※同時開催展含む)

出展のご案内：https://www.tctjapan.jp/pdf/TCT2021_J.pdf

お申込書：https://application.jcdbizmatch.jp/jp/nanotech2021/TCT
※小間位置は小間数・先着順に応じてご案内します。

6月末まで仮申込制度あり。

同時開催展：

TCT Japan 2021 開催概要

ご出展に関するお問合せ：
TCT Japan 事務局
株式会社JTBコミュニケーションデザイン
〒105-8335 東京都港区芝3-23-1 セレスティン芝三井ビルディング

TEL:03-5657-0760   FAX:03-5657-0645
E-mail: tctjapan@jtbcom.co.jp

https://www.tctjapan.jp/pdf/TCT2021_J.pdf
https://application.jcdbizmatch.jp/jp/nanotech2021/TCT



